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串間市は平和首長会議に
加盟しています

「今」受けよう！がん検診
市議会議員と議会構成決定特

集
1

特
集
２

第３子以降出生祝金を受け取った野邊さん一家
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第
17
期
の
串
間
市
議
会
議
員
を
選
出
す
る

市
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
26
日
（
日
）
に
あ

り
ま
し
た
。
選
挙
は
即
日
開
票
さ
れ
、
15
人

の
議
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
期
よ
り
定
数

を
17
人
か
ら
15
人
に
条
例
改
正
し
ま
し
た
。

15
人
の
う
ち
現
職
が
12
人
、
元
職
が
2
人
、

新
人
が
1
人
で
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
は
76
・
41

％
で
、
前
回
の
市
議
選
の
投
票
率
77
・
42
％

と
比
べ
る
と
約
1
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
（
火
）
に
は
串
間
市
役
所
に
お

い
て
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
中な
か

澤ざ
わ

征せ
い

史し

委
員
長
よ

り
15
人
の
議
員
全
員
に
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
選
に
伴
い
、
５
月
８
日
（
金
）

に
臨
時
会
が
開
か
れ
、
第
49
代
議
長
に
岩
下

幸
良
議
員
（
62
）、
副
議
長
に
中
村
利
春
議

員
（
66
）
を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
申
し

合
わ
せ
に
よ
り
議
長
が
２
年
、
副
議
長
が
１

年
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
各
常
任
委
員
会
、
議

会
運
営
委
員
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

市
議
会
の
し
く
み

　

市
議
会
に
は
定
例
会
と
臨
時
会
が
あ
り
、

定
例
ま
た
は
臨
時
に
期
間
を
決
め
て
開
か
れ

ま
す
。

　

定
例
会
は
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月

の
年
４
回
開
か
れ
ま
す
。
会
の
期
間
は
、
約

３
週
間
で
す
。
臨
時
会
は
、
議
会
を
開
く
必

要
が
生
じ
た
と
き
に
開
か
れ
ま
す
。

議
会
の
流
れ

■
招
集
＝
市
長
が
招
集
し
ま
す
。

■�

開
会
＝
議
員
が
議
場
に
集
ま
り
、
議
長
が

開
会
を
告
げ
て
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。

■�

提
案
理
由
説
明
＝
議
会
に
提
案
し
た
案
件

の
理
由
を
市
長
が
説
明
し
ま
す
。

■�

一
般
質
問
＝
議
員
が
市
政
総
体
に
つ
い
て

議
長
の
許
可
を
得
て
市
長
等
に
質
問
し
ま

す
。

■�

議
案
質
疑
＝
議
員
が
議
案
の
内
容
を
明
確

に
す
る
た
め
に
説
明
を
求
め
ま
す
。

■�

委
員
会
付
託
＝
議
案
な
ど
の
詳
し
い
審
査

を
す
る
た
め
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付

託
し
ま
す
。

■�

付
託
議
案
審
査
＝
各
常
任
委
員
会
で
専
門

的
に
調
査
・
検
討
し
、
委
員
会
と
し
て
の

意
思
決
定
を
し
ま
す
。

■�

委
員
長
報
告
＝
委
員
会
で
の
審
査
終
了
後
、

各
委
員
長
が
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
と

結
果
を
本
会
議
で
報
告
し
ま
す
。

■�

討
論
＝
議
員
が
議
案
な
ど
に
対
し
て
賛

成
・
反
対
の
意
見
を
述
べ
ま
す
。

■�

採
決
＝
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
議
案
な
ど
に
対

し
て
賛
成
・
反
対
の
意
思
を
決
定
し
ま
す
。

特
別
な
も
の
を
除
き
、
出
席
議
員
の
過
半

数
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

■�

閉
会
＝
議
案
等
の
審
査
を
す
べ
て
終
わ
る

と
、
議
長
が
閉
会
を
告
げ
議
会
は
終
了
し

ま
す
。

請
願
・
陳
情

　

市
議
会
は
、
市
政
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
要

望
や
意
見
を
請
願
書･

陳
情
書
と
い
う
形
で

受
理
し
て
い
ま
す
（
請
願
を
紹
介
す
る
議
員

は
、
請
願
書
の
表
紙
に
署
名
ま
た
は
記
名
押

印
が
必
要
で
す
）。
受
理
さ
れ
た
請
願･

陳

情
は
担
当
の
常
任
委
員
会
で
、
そ
の
主
旨
が

妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。
最

終
的
に
は
本
会
議
で
採
択
か
不
採
択
の
結
論

を
出
し
ま
す
。

　

請
願･

陳
情
が
採
択
さ
れ
る
と
、
議
長
は

そ
の
旨
を
市
長
に
送
付
し
ま
す
。

傍
聴
に
つ
い
て

　

議
会
は
、
誰
で
も
本
会
議
を
傍
聴
で
き
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る

の
か
、
多
く
の
市
民
に
市
政
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
議
会
の
会
議
内
容
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
検
索
す
る
か
、
各
支
所
お
よ
び

図
書
館
に
会
議
録
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　

串
間
市
議
会
で
は
、
さ
ら
に
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
す
た
め
、
平
成
22
年
６
月
定
例
会

か
ら
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
お
よ
び
２
階
議
会

事
務
局
前
ロ
ビ
ー
で
本
会
議
の
様
子
を
放
映

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
23
年
３
月
定
例
会
か
ら
議

会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
配
信
し
て
お
り
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
串
間
市
民
病
院
、

大
束
支
所
、
本
城
支
所
、
都
井
支
所
、
市
木

支
所
の
６
カ
所
で
も
本
会
議
の
様
子
を
視
聴

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
家

庭
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
で
も
本
会
議
の
生

中
継
や
録
画
中
継
に
よ
る
過
去
の
本
会
議
の

様
子
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
本
会
議
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
串
間
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
議
会
か
ら
視
聴
で

き
ま
す
）。

■�

問
い
合
わ
せ
先
＝
議
会
事
務
局
☎
内
線

３
５
３

串 間 市 議 会 構 成（平成 ２７ 年５月８日現在）

□議　長／岩下幸良　　□副議長／中村利春

□総務常任委員会　　　委員長／井手明人　副委員長／武田浩一　委員／門田国光・福添忠義・岩下幸良

□文教厚生常任委員会　委員長／川﨑千穂　副委員長／児玉征威　委員／坂中喜博・今江猛・中村利春

□産業建設常任委員会　委員長／福留成人　副委員長／木代誠一郎　委員／瀬尾俊郎・山口直嗣・武田政英

□議会運営委員会　　　委員長／門田国光　副委員長／児玉征威　委員／坂中喜博・瀬尾俊郎・山口直嗣・福添忠義

新市議会議員紹介
※�名前下は所属常任委員会と党派（議席番号順・敬称略）

地く
し
ま方
創
生
の
た
め
、
地
域
の
代
表
と
し
て
共
に
考
え
、

共
に
取
り
組
む
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第１７期

岩
いわ

下
した

  幸
ゆき

良
よし

(総務・無)

［
議
　
長
］

［
副
議
長
］

中
なか

村
むら

  利
とし

春
はる

(文教厚生・無)

今
いま

江
え

　猛
たけし

（文教厚生・無）
福
ふく

留
どめ

  成
しげ

人
と

（産業建設・無）
委員長

川
かわ

﨑
さき

  千
ち

穂
ほ

（文教厚生・公）
委員長

木
き

代
しろ

 誠
せい

一
いち

郎
ろう

（産業建設・無）
副委員長

坂
さか

中
なか

  喜
よし

博
ひろ

（文教厚生・無）

門
かど

田
た

  国
くに

光
みつ

（総務・自）
井
い

手
で

  明
あき

人
と

（総務・無）
委員長

山
やま

口
ぐち

  直
なお

嗣
つぐ

（産業建設・無）
瀬
せ

尾
お

  俊
とし

郎
ろう

（産業建設・無）
武
たけ

田
だ

  浩
こう

一
いち

（総務・無）
副委員長

児
こ

玉
だま

  征
まさ

威
たけ

（文教厚生・共）
副委員長

武
たけ

田
だ

  政
まさ

英
ひで

（産業建設・無）
福
ふく

添
ぞえ

  忠
ただ

義
よし

（総務・無）
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が
ん
検
診
予
約 

６
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

　

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
市
が
実
施
す
る
が
ん

検
診
の
予
約
受
付
が
開
始
し
ま
し
た
。

【
平
成
２７
年
度
の
検
診
メ
ニ
ュ
ー
】

・
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
）

・
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
反
応
）

・
肺
が
ん
（
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
）

・�

乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
超
音
波
＋
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
医
療
機
関
の
み
視
触
診
＋

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

・
子
宮
頸
が
ん
（
細
胞
診
）

　

忙
し
く
て
病
院
へ
行
く
時
間
が
な
か
な
か
取

れ
な
い
、
そ
ん
な
あ
な
た
に
お
ス
ス
メ
な
の
が
、

検
診
車
に
よ
る
が
ん
検
診
で
す
。

　

電
話
予
約
で
、
自
宅
近
く
の
会
場
を
選
べ
ば
、

さ
ら
に
短
い
時
間
で
の
受
診
が
可
能
で
す
。

　

ご
予
約
の
お
電
話
は
お
早
め
に
！

※�

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
２
年
に
１

回
を
１
ク
ー
ル
と
し
、
今
年
は
対
象
者
全
員

に
案
内
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
改
善
と
検
診
受
診 

両
方
大
切
で
す
！

　

生
活
習
慣
と
が
ん
の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
、
喫
煙
や
飲
酒
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は

多
く
の
が
ん
で
、
肥
満
や
感
染
症
に
つ
い
て
は

一
部
の
が
ん
で
関
連
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
（
左
記
表
参
照
）。
禁
煙
や
適
量
飲
酒
な
ど

の
生
活
習
慣
改
善
で
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
が
ん
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
が
ん
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ

れ
だ
け
で
が
ん
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
残
念
な

が
ら
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
併
せ
て
検
診

を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

地区

日程
＆

会場

受付
時間

胃がん
大腸がん
特定健診

（国保の方）
肺がん

子宮頸がん

乳
が
ん

マンモグラフィ

マンモグラフィ
＋超音波

福　　　　島

6
月
19
日（
金
）

市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前

●

6
月
28
日（
日
）

午
前

●

★

7
月
5
日（
日
）

午
前
／
午
後

●

7
月
7
日（
火
）

午
前

●

7
月
10
日（
金
）
金
谷
公
民
館

午
前

●

今
町
公
民
館

午
前

●

7
月
12
日（
日
）
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前

●

7
月
14
日（
火
）
市
ア
ク
テ
ィ
ブ

セ
ン
タ
ー

午
前

●

7
月
27
日（
月
）
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前

●

7
月
31
日（
金
）
笠
衹
公
民
館

午
前

●

市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前

●

8
月
2
日（
日
）

午
前

●

★

8
月
25
日（
火
）

午
前

●

8
月
30
日（
日
）

午
前
／
午
後

●

●

9
月
1
日（
火
）

午
前

●

9
月
4
日（
金
）

午
前
／
午
後

●

●

10
月
6
日（
火
）

午
前
／
午
後

●

●

10
月
15
日（
木
）

午
前
／
午
後

●

11
月
1
日（
日
）

午
前

●

★

11
月
15
日（
日
）

午
前
／
午
後

●

●

12
月
6
日（
日
）

午
前

●

★

北　方

7
月
23
日（
木
）
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

午
前

●

8
月
21
日（
金
）
ゆ
う
ゆ
う
の
森

午
前

●

9
月
17
日（
木
）
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

午
後

●

●

地区

日程
＆

会場

受付
時間

胃がん
大腸がん
特定健診

（国保の方）
肺がん

子宮頸がん

乳
が
ん

マンモグラフィ

マンモグラフィ
＋超音波

大　　束

6
月
23
日（
火
）
大
束
公
民
館

午
前

●

7
月
17
日（
金
）
旧
J
A
大
束

大
平
支
所

午
前

●

7
月
26
日（
日
）
大
束
公
民
館

午
前

●

8
月
18
日（
火
）
大
重
野
公
民
館

午
前

●

大
束
小
学
校

体
育
館

午
前

●

9
月
30
日（
水
）
大
束
公
民
館

午
前

●

●

本　城

7
月
3
日（
金
）
本
城
公
民
館

午
前

●

8
月
4
日（
火
）
い
こ
い
の
里

午
前

●

10
月
22
日（
木
）
本
城
公
民
館

午
前

●

●

都　井

6
月
30
日（
火
）
都
井
地
区
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー

午
前

●

8
月
6
日（
木
）
大
納

研
修
セ
ン
タ
ー

午
前

●

宮
ノ
浦
漁
協

午
前

●

10
月
22
日（
木
）
都
井
地
区
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー

午
後

●

●

市　木

6
月
24
日（
水
）
藤
公
民
館

午
前

●

石
波
公
民
館

午
前

●

8
月
11
日（
火
）
市
木
公
民
館

午
前

●

9
月
17
日（
木
）

午
前

●

●

が
ん
検
診
日
程
表

ど
ち
ら
の
会
場
で
も
受
診
で
き
ま

す
が
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
が
生
活
習
慣
の
改
善
＆ 

が
ん
検
診
を
勧
め
ま
す
！

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
み
な
さ
ん

　

地
域
で
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う

に
、
座
談
会
開
催
や
検
診
受
診
の
呼
び
か

け
を
し
て
い
き
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
み
な
さ
ん

　

各
地
区
で
の
料
理
教
室
な
ど
を
通
し
て
、

食
生
活
改
善
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

自分の体のことやから
まずは私たちが受けんとね！

各地区でも声掛けしていきます！

おいしいものを食べるために
健康でおらんとね。

がん検診で早期発見、食生活改善で
がんを予防しよう！

申込・問い合わせ先
医療介護課健康増進係
☎72－０３３３

がん検診を市の検診以外で
受診した場合は

ご連絡をお願いします。

電話受付時間
月～金：午前9時～午後4時

メールでの申し込みもできます
⇒　　zoushin＠city.kushima.lg.jp

が
ん
検
診
対
象
者
へ
は 

世
帯
ご
と
に
通
知
し
て
い
ま
す

【
お
届
け
し
て
い
る
内
容
】

①�

が
ん
検
診
受
診
券

　
（
男
性
ブ
ル
ー
、
女
性
ピ
ン
ク
）

②
が
ん
検
診
チ
ラ
シ

③
健（
検
）診
ガ
イ
ド
（
日
程
一
覧
）

④
検
診
ガ
イ
ド
女
性
用

⑤
健
診
事
前
説
明
会
チ
ラ
シ

⑥
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
検
診
手
帳

※�

⑥
は
年
齢
該
当
者
の
み
、
④
は
女
性
が
い
る

世
帯
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

お
得
な
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

今
年
度
41
歳
の
方
は
、
肺
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
除
く
全
て
の
が
ん
検
診
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

※�

41
歳
以
外
に
も
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
対
象
と
な

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
健

（
検
）診
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★＝まとめて健診
胃がん・大腸がん・国保の特定健診

がまとめて受けられます。
※�乳・子宮頸がんと国保の特定健診は
委託医療機関でも受診可能です。

「
今
」受
け
よ
う
！

が
ん
検
診

が
ん
治
療
の
鍵
は
早
期
発
見
！

そ
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
の
が

「
が
ん
検
診
」で
す
。

も
う
あ
な
た
は
予
約
し
ま
し
た
か
？

がん検診対象者に
お届けしている送付物 ※国立がん研究センター

資料より

生活習慣とがんのリスク
全がん 肺がん 肝がん 胃がん 乳がん 食道

がん
膵

がん
子宮
頸がん

子宮
内膜
がん

大腸
がん

結腸
がん

直腸
がん

喫 煙 ▲ ▲ ■ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ▲
受動喫煙 ■
飲 酒 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

肥 満
●
BMI

男18.5未満
女30以上

■ ■
●

閉経前
BMI30以上 ●

▲
閉経後

運 動 ■ ■ ●

感染症 ●
肺結核

▲
HBV,
HCV

▲
H.

ピロリ菌

▲
HPV
16,18

野 菜 ● ■
食 塩 ■

タバコの影響は
肺だけじゃ

ないっちゃな～

■＝リスク増　■＝リスク減
▲＝確実　　　■＝ほぼ確実　　　●＝可能性あり
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消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
な
ど
を
踏
ま

え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
臨
時
特
例
的

な
給
付
措
置
と
し
て
児
童
１
人
当
た
り
３
，

０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
者
の
手
続
き
負
担
軽
減
の
た
め
、
申

請
は
児
童
手
当
の
現
況
届
と
同
時
に
行
い
ま

す
（
公
務
員
は
所
属
庁
で
の
現
況
届
手
続
き

後
の
申
請
と
な
り
ま
す
）
。

●
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
さ

れ
る
方

※�

た
だ
し
、
特
例
給
付
（
平
成
26
年
中
の
所

得
が
、
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
以
上
）

の
方
は
対
象
外

●
対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

●
支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

●
基
準
日

　

平
成
27
年
５
月
31
日

●
申
請
先

　

平
成
27
年
度（
平
成
27
年
４
月
１
日
～
平

成
28
年
３
月
31
日
）に
串
間
市
に
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
り
串
間
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
へ
進
呈
す
る
特
産
品
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
戚
や

ご
友
人
に
、
串
間
市
ふ
る
さ
と
納
税
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

寄
附
額
に
応
じ
て 

特
産
品
を
選
択
で
き
ま
す

　

特
産
品
は
Ａ
コ
ー
ス
20
種
類
、
Ｂ
コ
ー

ス
21
種
類
の
中
か
ら
、
寄
附
金
額
に
応
じ

て
商
品
を
選
択
で
き
ま
す
。

①�

１
万
円
～
３
万
円
未
満�

Ａ
コ
ー
ス
よ
り
１
つ
選
択

②�

３�

万
円
～
５
万
円
未
満�

Ａ
コ
ー
ス
よ
り
２
つ
選
択

③�

５�

万
円
～
10
万
円
未
満�

Ａ
コ
ー
ス
よ
り
３
つ
選
択
、
ま
た
は
Ｂ

コ
ー
ス
よ
り
１
つ
選
択

④�

10
万
円
以
上

　

�

Ａ
コ
ー
ス
よ
り
６
つ
選
択
、
ま
た
は
Ａ

コ
ー
ス
よ
り
３
つ
と
Ｂ
コ
ー
ス
よ
り
１

つ
選
択
、
ま
た
は
Ｂ
コ
ー
ス
よ
り
２
つ

選
択

申
込
方
法

　

下
記
の
連
絡
先
へ
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

特
産
品
の
詳
細
お
よ
び
手
続
き
方
法
等

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
事
務
所
こ
ど
も
対
策
室
こ
ど
も
政
策

係
ま
た
は
各
支
所

●
申
請
期
間

　

６
月
３
日
（
水
）
～
12
月
３
日
（
木
）

●
申
請
手
続
方
法

　

児
童
手
当
の
現
況
届
と
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
書
が
自
宅
に
送
ら
れ
て

き
ま
す
の
で
、
福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
支
所

で
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

公
務
員
の
方
は
、
所
属
庁
で
申
請
書
お
よ

び
証
明
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
よ
り
児
童
手
当
を 

支
給
さ
れ
て
い
る
方

【
給
付
金
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

①�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書

（
ピ
ン
ク
色
）

②
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）

③�

本
人
確
認
書
類
お
よ
び
通
帳
な
ど
の
写
し

（
児
童
手
当
振
込
口
座
ま
た
は
平
成
26
年

度
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
受
給

口
座
以
外
の
口
座
へ
の
振
込
を
希
望
さ
れ

る
方
の
み
）

【
児
童
手
当
現
況
届
に
必
要
な
も
の
】

①�

児
童
手
当
現
況
届
（
白
色
）

②
児
童
手
当
受
給
者
の
保
険
証
の
写
し

③�

平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

方
は
所
得
証
明
書
、
児
童
が
他
市
に
住
ん

で
い
る
方
は
児
童
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

公
務
員
の
方

【
給
付
金
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

①�

所
属
庁
の
証
明
印
の
あ
る
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
申
請
書

②�

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）

③�

本
人
確
認
書
類
お
よ
び
通
帳
な
ど
の
写
し

（
平
成
26
年
度
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
受
給
口
座
以
外
の
口
座
へ
の
振

込
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
）

※�

支
所
で
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
昨
年
の

受
給
口
座
で
あ
っ
て
も
、
本
人
確
認
書
類

お
よ
び
通
帳
の
写
し
が
必
要
で
す

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付
は
、
９
月

以
降
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�

福
祉
事
務
所
こ
ど
も
対
策
室 

こ
ど
も
政
策
係 

☎
72

－

０
３
３
３

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

給付金詐欺にご注意ください

臨時福祉給付金や
子育て世帯臨時特

例給付金の「振

り込め詐欺」や「個
人情報の搾取」にご

注意ください。

ご自宅や職場など
に市役所や厚生労

働省などの職員

をかたった電話が
かかってきたり、郵

便が届いたら、

迷わず、市役所や
警察署（または警

察相談専用電話

【＃９１１０】）にご
連絡ください。
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申込・問い合わせ先　総合政策課企画統計係
☎０９８７－７ ２－１１１１（内線３３４）　ＦＡＸ ０９８７－７ ２－６７２７　メール　kikaku@city.kushima.lg.jp

Ｂコース
1 宮崎県串間産のお米2 0kg
2 串間産　こしひかり2 5kg
3 日本一宮崎牛ステーキ用720g
4 日本一宮崎牛すき焼き用800g
5 JA串間市大束産　ヤマダイかんしょ５kg×３箱
6 宮崎完熟マンゴー　太陽のたまご
7 活じめ黒瀬ぶり（ラウンド）
8 しょちゅくれセット②(あじ開き等)
9 イセエビ（1.1kg～1.3kg）
10 殻付岩牡蠣（加熱用）（養殖）
11 おすすめ鮮魚BOX
12 宮崎果汁　感謝の12本セット
13 宮崎果汁　お礼のプレミアム6本セット
14 蒲鉾詰め合わせ「いろどり」
15 ヤママツ調味料セット
16 「くしまマルシェ」ふるさとセット
17 かまぼこ・串間あげセットＡ
18 芋甕壺貯蔵甕ん中25度＋熟成酒拾伍歩歩36度
19 松露　甕封じセット
20 松露　特別蒸留原酒セット
21 串間産杉セット(名刺入れ等)

Ａコース
1 宮崎県串間産のお米　真空米１kg×５個　３品種セット
2 串間産　こしひかり６kg
3 ほりぐちライスセット（お米２kg＋ご飯のおとも）
4 美咲豚しゃぶしゃぶ用500ｇ
5 サツマイモ３品種とお菓子の詰め合わせセット
6 JA串間市大束産　ヤマダイかんしょ５kg
7 JA串間市大束産　完熟きんかんたまたま２Ｌ １kg
8 しょちゅくれセット①（あじ開き等)
9 宮崎果汁　トロピカルフルーツドリンク３本セット
10 宮崎果汁　トロピカルフルーツドリンク２本セット
11 かまぼこ・串間あげセットＢ
12 蒲鉾詰め合わせ「まるけい」
13 串間銘菓詰め合わせセット
14 ヤママツ調味料セットＡ
15 ヤママツ発酵調味料セットＢ
16「居酒屋忠次郎」炭火焼＋「松尾醸造場」ゆず胡椒セット
17 本格芋焼酎齊泉
18 特別蒸留原酒
19 白と黒の松露
20 杉コップ・杉コースターセット

ふるさと納税のお礼の品を
リニューアルしました！
市外にお住まいの知人・友人にご紹介ください。



14

25

36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics
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表彰された方々（出席者）

社会福祉功労者等
表彰式

食
を
堪
能
農
林
水
産
ま
つ
り

　
５
月
９
日
～
10
日
、
串
間
市
漁
協
で
『
第
３
回
春
の
農
林

水
産
祭
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
串
間
の
豊
か
な
食
や
自
然

を
生
か
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
２
日
間
で
約
３
，

０
０
０
人
が
来
場
。
模
擬
セ
リ

や
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
、
地
場

産
品
の
販
売
な
ど
が
あ
り
、
会

場
は
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
る

様
子
で
し
た
。
先
着
４
０
０
人

限
定
で
川か
わ
越ご

え
達た

つ
也や

シ
ェ
フ
が
開

発
し
た
甘
藷
を
使
っ
た
お
菓
子

「
ヤ
マ
ダ
イ
ミ
ル
フ
ィ
ー
ル
」

の
振
る
舞
い
も
あ
り
、
会
場
は

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

JF今町女性部です。私たちはお 
にぎりやお寿司、団子などを手
作りして「港の駅いままち」で販
売しています。会場もにぎわっ
ていてとてもうれしいです。地
域の活性化のために、私たち一
人ひとりが元気を出して、串間
市を盛り上げていきたいですね。

元気いっぱい

　
５
月
17
日
、
今
町
地
区
で
津
波
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
東

今
町
・
西
今
町
・
南
今
町
自
治
会
、
串
間
警
察
署
、
消
防
団

な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
は
地
震
・
津
波

災
害
を
想
定
し
実
施
。
大
津
波

警
報
お
よ
び
避
難
の
合
図
が
出

さ
れ
る
と
、
住
民
た
ち
は
避
難

場
所
へ
避
難
を
開
始
し
ま
し
た
。

避
難
訓
練
後
に
は
、
消
火
訓
練

や
地
元
消
防
団
、
消
防
本
部
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
連
携
訓

練
も
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
災
害

時
に
対
す
る
心
構
え
を
確
認
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

津
波
災
害
想
定
し
防
災
訓
練

自治会役員をしており、回覧な
どで事前に周知をしていました
が、予想を上回るたくさんの方
に参加をしていただき、皆さん
の防災意識の高さを感じること
ができました。年１回は防災訓
練を実施し、災害に強いまちづ
くりを目指していきたいですね。

貴重な経験に

福島地区・西今町

世
せ

良
ら

田
だ

 久
ひ さ

義
よ し

さん

　４月23日、総合保健福祉
センターで社会福祉功労者
等表彰式がありました。多
年にわたる功績に対して、
島
しま

田
だ

玉
たま

記
き

さん、田
た

中
なか

正
まさ

澄
ずみ

さ
ん、安

やす

永
なが

國
くに

葊
ひろ

さん、永
なが

倉
くら

真
ま

由
ゆ

美
み

さん、木
き

村
むら

紀
のり

子
こ

さん、
永
なが

野
の

サチエさん、松
まつ

本
もと

智
ち

津
づ

子
こ

さん、江
え

藤
とう

敏
とし

雄
お

さんの８
名の方が表彰されました。

　
４
月
22
日
、
都
井
立
宇
津
漁
港
沖
で
、
都
井
中
学
校
の
生

徒
９
名
と
秋
山
小
学
校
の
児
童
４
名
が
、
海
洋
教
育
の
一
環

と
し
て
定
置
網
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

同
港
か
ら
出
発
し
、
定
置
網
の

ポ
イ
ン
ト
へ
到
着
す
る
と
、
仕

掛
け
ら
れ
た
網
か
ら
数
々
の
魚

が
引
き
揚
げ
ら
れ
る
様
子
を
見

学
し
た
り
、
作
業
を
手
伝
い
ま

し
た
。
帰
港
後
は
、
地
元
の
漁

師
の
方
か
ら
採
れ
た
て
の
魚
料

理
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
生

徒
た
ち
は
漁
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

海
に
親
し
み
、
関
心
深
め
る

大変さ感じた
船酔いもしたけど、普段見るこ
とができないサメなどの魚を見
れて楽しかったです。他にもウ
ニ割りの作業も見せていただき、
一つひとつ手作業でされていて
大変な作業だと思いました。今
回の体験学習で、漁師さんの大
変さを知ることができました。 

都井中学校 ３年

田
た

中
な か

 楓
ふ う

香
か

さん

　
５
月
22
日
、
有
明
小
学
校
で
『
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方

教
室
』
が
開
か
れ
、
４
～
６
年
生
の
児
童
28
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
同
教
室
は
、
串
間
市
茶
業
振
興
会
（
加
藤
直
樹
会
長
、

11
戸
）
が
お
茶
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
の

小
学
校
を
対
象
に
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
教
室
で
は
、
ま
ず

振
興
会
の
方
が
お
い
し
い
お
茶

の
入
れ
方
の
見
本
を
披
露
。
そ

の
後
、
習
っ
た
方
法
で
実
際
に

お
茶
を
入
れ
、
初
夏
の
香
り
漂

う
新
茶
を
味
わ
い
な
が
ら
、
お

い
し
そ
う
に
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

正
し
い
入
れ
方
で
お
い
し
く

今まで知らなかった正しいお茶
の入れ方を知ることができて良
かったです。正しい入れ方で飲
んだ新茶は、初めは苦かったけ
ど、後から甘くなっておいしか 
ったです。家に帰ったらお父さ
んやお母さんにも教えてもらっ
た入れ方を教えてあげたいです。

甘くおいしい 

有明小学校 ６年

大
お お

田
た

 茉
み

怜
ら い

さん

福島地区・今町

一
いち

木
き

 須
す

賀
が

子
こ

さん

河
かわ

野
の

 貞
さだ

子
こ

さん

みかん山にぎわい会 会長

 加
か

藤
と う

 正
ま さ

文
ふ み

さん

　
５
月
９
日
、
福
島
地
区
・
木
代
に
あ
る
青
松
山
法
泉
寺
で
、

『
み
か
ん
山
大
師
祭
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
み
か
ん
山
に

ぎ
わ
い
会
（
加
藤
正
文
会
長
、
18
人
）
が
主
催
し
、
市
内
外

よ
り
約
１
０
０
名
が
来
場
。
同

メ
ン
バ
ー
は
、
大
束
産
の
甘
し

ょ
の
天
ぷ
ら
や
豚
汁
な
ど
を
振

る
舞
い
、
来
場
者
を
も
て
な
し

て
い
ま
し
た
。
雨
が
あ
が
っ
た

午
後
に
は
、
希
望
者
が
約
１
キ

ロ
弱
の
山
道
を
散
策
し
、
点
在

す
る
88
体
の
石
仏
な
ど
を
順
番

に
一
つ
ひ
と
つ
巡
り
な
が
ら
山

歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

み
か
ん
山
88
体
の
石
仏
巡
り

協力のおかげ
月１回は会議を開き、準備を進
めてきました。あいにくの雨で
したが、多くの方々の協力のお
かげで精いっぱいのおもてなし
ができました。来年はもっと山
道を整備し、農産物や地場産品
の出店など誰でも気軽に利用で
きる場所にしていきたいです。

市長表敬の様子

移住・定住
促進を強化

　人口増に向けて、移住・
定住を積極的に促進してい
く『くしまdeスローライフ
サポートマネージャー』に
奥
おく

村
むら

善
よし

朗
ろう

さん、渡
わた

邉
なべ

健
けん

太
た

さ
んが就任しました。串間市
への空き家バンクの登録、
紹介や集落点検などさまざ
まな活動に取り組み、地域
活動を支援していきます。

　

４
月
29
日
、
福
島
港
今
町
の
浜
で
、
絶
滅
危
惧
種
の
野

鳥
・
コ
ア
ジ
サ
シ
の
保
護
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
く
し
ま

ｎん

自
然
学
校（
魚う

お
本も

と
慎し

ん
二じ

代
表
、
14
人
）が
主
催
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
約
40
名
が
参
加
。

営
巣
地
を
清
掃
し
、
立
ち
入
り

禁
止
の
看
板
や
外
敵
侵
入
を
防

ぐ
防
護
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。

産
卵
を
促
す
た
め
に
防
護
柵
内

に
卵
と
同
じ
白
色
の
砂
利
を
敷

き
、
周
辺
に
は
コ
ア
ジ
サ
シ
の

模
型
を
30
体
設
置
す
る
な
ど
、

団
体
で
営
巣
を
促
し
、
繁
殖
し

や
す
い
環
境
を
作
り
ま
し
た
。

コ
ア
ジ
サ
シ
み
ん
な
で
守
る

ウミガメは見たことがあるけど、
コアジサシはまだ写真でしか見
たことがありません。ぼくが作 
った模型の人形のように、たま
ごを産んでひなに成長した姿を
早く見てみたいです。コアジサ
シが絶滅しないようにみんなで
協力していこうと思いました。 

早く見たいな

市木小学校 ３年

富
と み

田
た

 純
じゅん

一
い ち

朗
ろ う

くん



　  子育て支援情報

あなたの子育て応援隊です
地域の子育て相談役。母子保健推進員の皆さんを紹介します。

こんにちは！
母子保健推進員

です

　お子さんの育児のことで不安を
感じたり悩んだりしたとき、より
身近に相談できる人がいるという
のは心強いものです。
　串間市では、下記の 10名の母子
保健推進員さんが市より委嘱を受

け、訪問や電話での相談を行って
います。
　この他にも市の健診等の連絡な
どを行っています。皆さん、育児
の大先輩ですので、どうぞお気軽
にご相談ください。

お父さんも参加！親子健康手帳
　お父さんも育児に積極的に参加でき
るように、「パパの協力を促す項目」「パ
パになる心構え」などの項目が増えた
『親子健康手帳』を、今年４月から母子
健康手帳として発行しています。
　お父さんの項目以外にも、健康状態

の記録欄が増え、お祝いメッセージや
いろいろな記念日を記入するページも
新たに設けています。
　サイズもひとまわり大きく、書きや
すいものとなっていますので、ぜひご
活用ください。

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

書籍からまちづくりを学ぶ
くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

地
域
活
性
化
の
情
報
誌 

「
地
域
づ
く
り
」（
毎
月
発
行
）

●
こ
ん
な
方
に
オ
ス
ス
メ
！

・
市
民
活
動
さ
れ
て
い
る
方

・ 

市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

　
活
動
分
野
の
テ
ー
マ
を
決

め
、
全
国
各
地
の
地
域
活
性

化
に
対
す
る
取
り
組
み
を
広

く
紹
介
。

広
報
力
を
高
め
る
情
報
誌 

「
広
報
」（
毎
月
発
行
）

●
こ
ん
な
方
に
オ
ス
ス
メ
！

・ 

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
も
っ
と

う
ま
く
作
り
た
い
方

・ 

団
体
や
企
業
で
広
報
に
携

わ
れ
て
い
る
方

　
広
報
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
多
数
掲
載
。
人
を
引
き

付
け
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、

デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
学
べ
る
。

企
業
で
も
、個
人
で
も
使
え
る 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の 

技
術
を
学
ぶ 

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト・ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

●
こ
ん
な
方
に
オ
ス
ス
メ
！

・
補
助
金
を
獲
得
し
た
い
方

・ 

仕
事
で
プ
レ
ゼ
ン
を
さ
れ

る
方

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

成
功
す
る
知
識
と
技
術
を
一

冊
に
集
約
。

　
そ
の
他
に
も
市
民
活
動
や

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
や

ヒ
ン
ト
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
も

の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
活
動
で
の
ス
キ
ル
や

経
験
が
仕
事
や
日
常
生
活
に

生
か
せ
る
と
い
う
事
で
、
こ

の
よ
う
な
技
術
的
な
本
を
読

ま
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
パ
ナ
ッ
プ
に
て

自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
全

国
の
地
域
活
性
化
の
事
例
、

成
功
と
失
敗
、
知
っ
て
お
く

価
値
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

あなたの地区の母子保健推進員さんです

谷
たに

口
ぐち

 美
み

津
つ

江
え

さん

日
ひ

高
だか

 千
ち

穂
ほ

さん

川
かわ

﨑
さき

 千
ち

哉
や

子
こ

さん

森
もり

本
もと

 美
み

穂
ほ

子
こ

さん

中
なか

村
むら

 敏
とし

子
こ

さん

蓑
みの

輪
わ

 光
みつ

乃
の

さん

野
の

田
だ

 弦
つる

子
こ

さん

山
やま

口
ぐち

 すが子
こ

さん

仁
にっ

田
た

 アキノさん

吉
よし

田
だ

 恵
けい

子
こ

さん４
月
１
日
に
総
務
省
か
ら
串
間

市
に
参
り
ま
し
た
地
方
創
生

特
命
部
長
の
矢や

後ご

雅ま
さ

司し

と
申
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
串
間
の
き
ら
っ
と
輝
く
魅
力
を

再
発
見
し
、
そ
の
魅
力
を
磨
き
上

げ
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
「
串

間
の
地
方
創
生
」
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

最
近
よ
く
「
地
方
創
生
」
っ
て

耳
に
す
る
け
ど
、
そ
も
そ
も
何
な

の
？
自
分
た
ち
に
ど
う
関
係
す
る

の
？
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

地
方
が
成
長
す
る
力
を
取
り
戻
し
、

急
速
に
進
む
人
口
減
少
を
克
服
す

る
こ
と
が
「
地
方
創
生
」
の
ひ
と

つ
の
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
を
境
に
日
本
の
総

人
口
は
減
少
局
面
に
入
り
、
こ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
人
口
は
急
速
に

減
少
し
、
将
来
的
に
は
経
済
規
模

の
縮
小
や
生
活
水
準
の
低
下
を
招

き
、
究
極
的
に
は
国
と
し
て
の
持

続
性
す
ら
危
う
く
な
る
と
い
う
危

機
感
が
こ
れ
ま
で
の
地
域
活
性
化

の
取
組
み
と
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
一
度
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
ま
ま
東
京
な
ど
都
市
圏
へ
の
若

者
流
出
と
若
年
女
性
の
減
少
が
進

め
ば
、
２
０
４
０
年
に
は
全
国
８

９
６
の
市
区
町
村
に
消
滅
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
、
民
間
研
究
機
関

「
日
本
創
成
会
議
」
が
昨
年
５
月

に
公
表
し
た
試
算
は
、
全
国
の
地

方
自
治
体
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

ま
し
た
。
こ
の
「
消
滅
可
能
性
都

市
」
に
残
念
な
が
ら
本
市
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
困
難
な
課
題
に
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
串
間

の
未
来
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

い
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

「串間の地方創生」について
一緒に考えていきませんか？

第１回市民まちづくり講座で講演

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し

の

部長日記 奈留、仲別府、古大内、長野、
堂園、烏帽子野、西ノ園、平
原、上・下園田、風野、片野、
広野、大平、田ノ野、中原、

胡桃ヶ野、高則、揚原

桂原、穂佐ヶ原、上町、
桜ヶ丘、城山、霧島、天

神、上郡元、西郡元

本城全地区

松尾、西小路1区・２区、
泉町、本町１丁目・２丁

目

都井全地区

寺里、上塩、鍛冶屋、大
島、西・東下弓田、東・

西・北・南金谷

鯛取、倉掛、秋山、小城
久保、徳間、東・西上池、

下池、串間、初田、田
渕、谷ノ口、屋治、古川、
羽ヶ瀬、前田、越ヶ谷

下・上田口、東・中・西本西方、
鹿谷、古竹、笠祇、奴久見、
木代、有明１区・２区、西・東
塩町、七ツ橋、西・東・南今町、

高松、上小路、小路、仲町

市木全地区

清水、上・中・下新町、石木田、
徳山、小山、白坂、市ノ瀬１・

２・３・４区、井牟田、射馬地野、
一氏、三ヶ平、三幸ヶ野、真萱、
大重野、矢床、上大矢取、赤池

11  Kushima City Public Relations, 2015.6, Japan 広報 　　　　  10



平成27年度 いけいけ出前講座
■  市職員が講師となって市民の元へ出向き、各種講座を開きます。

●�

申
込
方
法
＝
開
催
日
の
20
日

前
ま
で
に
申
込
書
を
ご
提
出

く
だ
さ
い

※�

申
込
書
は
生
涯
学
習
課
、
各

支
所
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す

●�

対
象
＝
原
則
と
し
て
市
内
に

在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す

る
、
お
お
む
ね
10
人
以
上
の

団
体
な
ど

●�

開
催
時
間
＝
午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
の
２
時
間
以

内
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）

●�

場
所
＝
市
内
限
定
（
申
込
者

の
自
宅
な
ど
で
も
可
）

●
講
師
料
＝
無
料

※�

会
場
の
手
配
や
使
用
料
、
講

座
に
必
要
な
材
料
な
ど
は
主

催
者
負
担
と
な
り
ま
す

次
の
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

◎�

公
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た
は

善
良
な
風
習
を
阻
害
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
も
の

◎�

政
治
・
宗
教
、
ま
た
は
営
利

を
目
的
と
し
た
催
し
な
ど
を

行
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

◎�

そ
の
他
、
出
前
講
座
開
設
の

趣
旨
に
反
し
て
い
る
も
の

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

☎
72

－

１
１
１
１

番
号 講　　座　　名 内　　　　　　　　容 小

中 担当課
1 みんなで元気なまちづくり！ “くしま”の地域づくりあれこれ。事務・イベント運営のノウハウを教えます。 ○ 総合政策課

2 「男女共同参画社会」って何だろ？ 性別を超え“自分らしく”生きることとは何か？
21世紀世界の動向と事例を解説します。 ○ 総合政策課

3 市民協働で新たな公共サービス！ 市民、企業、NPO、地域づくり団体と行政が協働して、新たな公共サービスを提供します。○ 総合政策課
4 あの『広報くしま』はこうして生まれる 企画・取材・編集・校正などのノウハウを紹介します。あわせて取材秘話も・・・ ○ 総合政策課

5 防災教室 地震、風水害、火災などから身を守る一般的な予備知識、身近な防災対策、地域
防災などについて説明します。 ○ 危機管理課・�

消防本部
6 市民のための行財政改革 串間市の行財政改革の現状と今後の見通しを分かりやすくお話しします。 ○ 総務課
7 めざせ！地球人 市国際交流員とコミュニケーション、国際感覚を磨いて地球人になりましょう！ ○ 総務課
8 串間市役所を見学しよう！ 市役所の仕事について、勉強したい小学生に分かりやすくお話しします。 ○ 総務課
9 串間市の財政状況について 串間市の“台所事情”を分かりやすく説明します。 ○ 財務課
10 都市計画について 串間市の「幹線道路計画」と「建築規制・誘導」について説明します。 ○ 都市建設課
11 みんなの公園 公園あれこれ。利用者の優しい心づかいできれいな公園づくり。 ○ 都市建設課

12 はじめよう
エコツーリズム！

郷土の自然や文化を生かして、持続可能な社会を目指し『地域の元気化』に取り
組むエコツーリズムについてお話しします。 ○ 商工観光スポーツ

ランド推進課
13 もっと知りたい “下水道” 下水道の目的、環境との関わり、みんなで学ぼう！ ○ 上下水道課
14 「集落営農」で美しく豊かな田園都市へ 「担い手不足解消策」としての集落営農組織について、分かりやすく説明します。 ○ 農業振興課
15 ごみとリサイクル 串間市のゴミ処理状況などについて説明します。 ○ 市民生活課
16 「振り込め詐欺」から自分を守る 「振り込め詐欺」を始めとする悪質商法、その手口を紹介し、対策を考える。 危機管理課
17 聞いてなっとく！容器包装リサイクル！ 平成29年度から始まる容器包装リサイクルについて説明します。 ○ 市民生活課
18 市議会について 市議会のしくみ、役割などについて、分かりやすくお話しします。 ○ 議会事務局
19 図書館へ行こう！ 図書館の利用方法や「司書」の役割などについてお話しします。 ○ 市立図書館
20 考古学に親しむ 古代のロマンを求めて！まずは考古学の基礎知識を学びます。 ○ 生涯学習課
21 くしまの昔々 郷土の歴史・遺跡などについて、分かりやすく、おもしろく解説します。 ○ 生涯学習課
22 生涯学習でいきいきライフ 生涯学習って何？生涯学習のまちづくりとは？ ○ 生涯学習課
23 「人権」について考えよう 人権問題について基礎から学習します。 ○ 生涯学習課
24 スポーツ出前講座 健康づくり運動、レクリエーション、ニュースポーツなどを紹介。簡単な実技指導も行います。○ 生涯学習課
25 未来の学校 ５年後、１０年後、市内の学校がどう変わっていくかを説明し、みんなで考えます。○ 学校政策課
26 ヘルシークッキング 食生活から健康を見直す機会として料理教室を開催します。(定員20名程度) 医療介護課
27 壮年期のいきいき健康教室 いきいきした健康生活を送るための生活習慣病予防についてお話しします。 医療介護課
28 健康づくり地域座談会 生活習慣病予防のための健康セミナーです。 医療介護課
29 「劇団ふたり」がおくるがん対策講座 がん検診の普及や予防について劇を取り入れた分かりやすい講座です。 医療介護課
30 なるほど！保険・医療制度 国民健康保険・後期高齢者医療制度・介護保険制度について、分かりやすく説明します。 医療介護課
31 いきいきはつらつ介護予防 「運動機能向上」「栄養改善」「口腔機能向上」など介護予防に関してお話しします。 福祉事務所
32 高齢者安心生活講座 権利擁護、成年後見人制度などについてお話しします。 福祉事務所
33 なっとく！医療講座 医療に関するテーマに応じて専門職員がお話しします。 市民病院

サークル名 日程 場所 代表者 連絡先 ひとことメモ

1 囲碁愛好会 毎週火・土曜日 
13：00 ～ 17：00

中央
公民館 佐藤　利和 ７２‐４６７９ 今、女性に大人気の囲碁。年齢性別に関係なく気軽

に参加しませんか？初心者大歓迎。親切に教えます。

2 英検・英会話教室
毎週水～土曜日 
10：30 ～ 11：30 
14：00 ～ 15：00 
19：30 ～ 20：30

本城
公民館 山㟢　榮三 090-1052-

4580
中学生・高校生・シニアの教室があります。
英検3・4・5級の合格を目指し、会話能力の向上を
図ります。

3 エンジェルハート 第１火曜日 
9：30 ～ 11：30

中央
公民館 川上知津子

080-1733-
1147 

（永倉さん）

美しいハンドベルの音色と歌声、そして笑声を公民館
に響きわたらせています。一緒に「天使の心」になり
ませんか。

4 えんぴつ教室（和晃） 月３回・木曜日 
15：30 ～ 17：30

中央
公民館 鈴木美和子 ７２‐１２７０ 文字は、基礎が大事！文字の成り立ちを教えながら

分かりやすく指導します。墨友で段級をとります。

5 押し花 第３火曜日 
10：00 ～ 16：00

中央
公民館 榎木　珠美 090-8412-

1504
身近にある草花を押し花にして、自分のすてきなイ
ンテリアつくりの仲間になりませんか？

6 季節の料理 第２金曜日 
10：00 ～ 12：00

中央
公民館 矢通　幸子 ７２‐０３９８ 身近にある旬のものを使って楽しく作ります。

一回のぞきに来ませんか？

7 串間短歌会 第４土曜日 
13：00 ～ 16：00

中央
公民館 野辺　俊子 ７２‐３３００ 短歌に興味のある方、初心者大歓迎です。

今から参加してみませんか？

8 ３B体操 第２・４木曜日 
13：30 ～ 15：00 寿楽園 沖本　忠子 ７４‐１２１２ ボール・ベル・ベルターの３種類の道具を使いながら、音

楽に合わせて体を動かし、健康づくりに役立つ体操です。

9 社交ダンス 月３回・土曜日 
13：30 ～ 15：30

中央
公民館 吉岡　裕子 ７４‐１２３４ 音楽を聴きながら、体を動かしたり仲間とおしゃべ

りする時間を一緒に持ちませんか。

10 柔力球＋α 第２・４水曜日 
10：00 ～ 12：00

中央
公民館 河辺　秀子 090-1085-

6343
太極拳の動きを取り入れながら、楽しくボールとラケット
で一緒に遊びましょう。αは色々な事に挑戦しています。

11 水彩画 第２火曜日 
13：30 ～ 15：30

中央
公民館 渡会理美子 ７５‐２０６８ 串間の自然・身近な草花を書いてみませんか？

一緒に季節を感じましょう。

12 串間ジェンヌ
石けんづくり

第２月曜日 
17：00 ～ 19：00

中央
公民館 井手美保子 ７２‐１８４６ 

（中央公民館）
手作り石けんで、素肌美人！
教室を6月15日夜に計画しています。中央公民館へ
お問い合わせください。

13 デコアートクラフト 
装飾粘土工芸

第１・３月曜日 
13：00 ～ 16：00

中央
公民館 菊永　和代 ７４‐２６６５ 粘土と布を使い、美しいものを作りながら脳を活性

化。一緒に作りませんか？

14

貯筋体操

にこにこ会 第１・３月曜日 
13：30 ～ 15：00

中央
公民館 清水　秀子 090-7292-

2980 
（島田さん）

公民館講座で学んだ仲間でサークルを立ち上げま
した。イスを利用しての筋トレと体操が中心です。
美しい姿勢をつくりましょう。15 いちご会 第２・４月曜日 

13：30 ～ 15：00
本城

公民館 鬼塚たみ子

16 男前！ 第２・４金曜日 
13：30 ～ 15：00

中央
公民館 倉永　忠彦 090-5280-

6880
介護予防・医療費削減のため、健康に過ごせる男
前になりましょう。気軽にご連絡ください。

17 陶芸教室 第１・３土曜日 
10：00 ～ 12：00

中央
公民館 岩切　祐子 ７２‐２４８４ 自分の作った作品を食卓に並べたり、干支を作ったり自慢

したくなる楽しさです。体験に一度いらっしゃいませんか。

18 さわやかパソコン
同好会

毎週木・土曜日 
10：00 ～ 12：00 
14：00 ～ 16：00

中央
公民館 河野　政平 ７５‐１６１８ パソコンは、頭と指先を使い認知症の予防になりま

す。また、いろんな事が学べる同好会です。

19 パッチワーク 第2・4火曜日 
10：00 ～ 12：00

中央
公民館 根井久美子 0985-

22-2246
パッチワークの基本を学びながら、配色の幅を広げ、
作品作りを楽しんでいます。

20 パッチワーク 
コスモス

第１・3木曜日 
13：00 ～ 15：00

中央
公民館 川崎千哉子 ７５‐１６０２ 仲間同士で励まし合い、助け合いながら作品を仕上

げています。

21 パッチワーク 
ひおうきの会

第4火曜日 
13：00 ～ 15：00

中央
公民館 津曲　朋子 ７２‐３２４０ キーケースや手帳入れなどの日用品を作ったり、ヨー

ヨープレートを使って生活小物を作っています。

22 フラ・クプラウ 第１・３火曜日 
19：00 ～ 21：00

総合保健福
祉センター 坂田紀美子 090-4584-

7828
年齢・体型関係なく気軽にご参加ください。笑顔で
楽しくフラダンスを踊りましょう。

23 ミセス　クラフト 第２・４水曜日 
13：30 ～ 15：30

中央
公民館 川上喜代子 ７２‐６４１６ オリジナルのデザインで、実用にもインテリアにも

なるカゴ作りです。

24 やさしいヨガ教室 毎週火曜日 
19：30 ～ 21：00

中央
公民館 松岡　孝子 ７２‐０４５４ やさしいヨガで美（身体）も心もリフレッシュ！会

員募集中です。

25 ヨガ教室グレース 第１・３火曜日 
9：00 ～ 11：00

中央
公民館 蒲生奈保子 0986-

37-0199
“アーサナ”“呼吸”“瞑

めい

想
そう

”でストレス社会に対する
バランスのとれた心身を作りましょう。

※自主サークルは会費または材料代が必要となります。

問い合わせ先　中央公民館 ☎7 2－１８４６
注）小・中学校児童・生徒の受講可能な講座は、○で表記しています。

　公民館を活動拠点として、多くの市民の皆さんが、自主サークルで楽しく学習されています。
公民館自主サークルは年間を通して活動、募集しています。一度遊びに来てみませんか？

興味のある方は、各サークル代表者もしくは中央公民館までお問い合わせください。

子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

平成27年度公民館自主サークル参加者募集
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健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

魅
力
あ
る

福
島
高
校
の

取
り
組
み

～自ら学び
表現力ある
福高生～

こ
ん
に
ち
は
！

福
島
高
校

で
す
！

著：串間市民病院 外科
北村 英嗣

　

は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
よ
り
当
院
へ
赴
任
し

ま
し
た
外
科
の
北
村
で
す
。
赴
任
し
て
２
カ
月

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
に
多
い
と
感
じ
た
外

科
的
疾
患
は
、「
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
「
胆
石
症
」

で
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
２
疾
患
に
つ
い
て
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
鼠そ

径け
い

ヘ
ル
ニ
ア
に
つ
い
て

　

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
足
の
付
け
根
の
鼠
径

部
と
い
わ
れ
る
部
位
か
ら
腸
管
な
ど
が
脱
出
す

る
い
わ
ゆ
る
「
脱
腸
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
疾
患
で
す
。
多
く
は
幼
児
や
高
齢
者
に
発
症

し
ま
す
。
高
齢
の
患
者
さ
ん
の
原
因
と
し
て
は
、

加
齢
に
伴
い
お
腹
の
組
織
が
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

化
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
ヘ
ル
ニ
ア
の
嵌か

ん

頓と
ん

に
つ
い
て

　

ヘ
ル
ニ
ア
で
問
題
に
な
る
の
が
、
鼠
径
部
の

膨ぼ
う

隆り
ゅ
う（
ふ
く
ら
む
こ
と
）
や
痛
み
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、
最
も
怖
い
の
が
嵌か

ん

頓と
ん

と
い
う
病
態
で

す
。
こ
れ
は
、
脱
出
し
た
腸
管
が
元
に
戻
ら
な

く
な
っ
た
状
態
で
、
ヘ
ル
ニ
ア
門
と
い
わ
れ
る

脱
出
部
に
腸
管
が
締
め
つ
け
ら
れ
て
、
血
流
不

良
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
状
態
が
長
く
続
け
ば
、

腸
管
が
壊え

死し

（
腐
る
こ
と
）
を
起
こ
し
、
重
症

化
す
る
と
命
に
関
わ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
普

段
は
す
ぐ
に
戻
っ
て
い
た
腸
管
が
元
に
戻
ら
ず
、

痛
み
が
強
く
な
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
治
療
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
用
手
的
に
（
手
を
使
っ
て
）

整せ
い

復ふ
く

（
元
に
戻
す
こ
と
）
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
緊
急
で
腸
管
切
除

術
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
ヘ
ル
ニ
ア
の
治
療
に
つ
い
て

　

適
切
な
治
療
と
し
て
は
手
術
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
手
術
で
は
、
脱
出
し
て
い
る
ヘ
ル
ニ
ア
嚢の

う

と
い
う
袋
を
お
腹
の
中
に
戻
し
、
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

化
し
た

腹
壁
を
補
強
し
ま
す
。
一
昔
前
の
手
術
で
は
、

患
者
さ
ん
自
身
の
腹
壁
の
組
織
を
寄
せ
る
こ
と

で
補
強
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
メ
ッ
シ

ュ
と
呼
ば
れ
る
人
工
物
を
挿
入
し
、
補
強
す
る

手
術
が
一
般
的
で
す
。
当
院
で
も
人
工
物
に
よ

る
腹
壁
補
強
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
ヘ
ル
ニ
ア
の
ま
と
め

　

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
今
後
、
鼠
径
ヘ

ル
ニ
ア
の
患
者
さ
ん
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
先
程
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
嵌か

ん

頓と
ん

し
重

症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
足
の
付
け

根
の
あ
た
り
が
膨
ら
む
と
い
う
症
状
が
あ
る
患

者
さ
ん
は
、
一
度
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
原
因
と
し
て
、

腹
壁
の
脆
弱
化
の
他
に
腹
圧
の
上
昇
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
普
段
か
ら
重
い
荷
物
を
運
ぶ
機
会
が

多
い
人
や
、
便
秘
症
で
息
む
こ
と
が
多
い
人
は
、

腹
圧
が
上
昇
し
ヘ
ル
ニ
ア
の
予
備
群
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
腹
圧
を
長
時
間
か
け
な
い
こ

と
や
、
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る

こ
と
が
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

⑤
胆
石
症
に
つ
い
て

　

胆
石
症
と
は
、
胆た

ん

嚢の
う

と
い
う
袋
（
肝
臓
の
下

に
く
っ
つ
い
て
い
る
臓
器
）
に
石
が
溜
ま
っ
た

病
態
で
す
。
本
来
胆
嚢
は
、
肝
臓
で
作
ら
れ
た

胆
汁
と
い
う
酵
素
（
脂
肪
の
消
化
吸
収
に
関
わ

る
酵
素
）
を
一
時
的
に
蓄
え
、
濃
縮
し
、
必
要

に
応
じ
て
分
泌
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
胆
石

症
の
患
者
さ
ん
で
は
、
胆
石
発
作
と
い
う
右
季き

肋ろ
く

部ぶ

（
肋
骨
の
下
）
の
痛
み
が
出
現
し
た
り
、

胆
嚢
の
炎
症
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
が
、
中
に

は
症
状
が
全
く
出
な
い
人
も
い
ま
す
。
脂
肪
分

を
多
く
含
む
食
事
を
摂
取
し
た
時
は
、
胆
嚢
の

働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
の
で
、
発
作
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
胆
石
が
胆
嚢
の
出
口
を

塞
い
で
し
ま
っ
た
り
、
胆
汁
の
流
れ
が
悪
く
な

っ
た
場
合
は
、
急
性
胆
嚢
炎
と
い
う
状
態
に
な

り
、
緊
急
の
処
置
や
手
術
が
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
外
科
的
治
療
と
し
て
は
、
胆
石

ご
と
胆
嚢
を
摘
出
す
る
手
術
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

検
診
な
ど
で
胆
石
を
指
摘
さ
れ
た
方
や
、
脂
肪

分
の
多
い
食
事
を
摂
取
し
た
時
に
右
の
お
腹
が

痛
む
方
は
、
一
度
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
く
思

い
ま
す
。

⑥
最
後
に

　

当
院
外
科
で
は
、
月
・
火
・
木
・
金
の
午
前

中
に
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
し

た
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
や
胆
石
症
、
そ
の
他
疾
患
に

関
し
ま
し
て
も
、
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鼠そ

径け
い
ヘ
ル
ニ
ア
と 

胆
石
に
つ
い
て

Eiji Kitamura

１年
宿泊学習

新
任
式

　

今
年
度
、
福
島
高
校
に
新
た
に
12
名
の

先
生
方
を
迎
え
ま
し
た
。
福
島
高
校
は
、

活
気
が
あ
り
、
先
生
と
生
徒
と
の
距
離
が

近
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
早
く
先

生
方
の
個
性
に
触
れ
て
、
勉
強
、
部
活
動

で
い
ろ
い
ろ
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

入
学
式

　

４
月
10
日
に
第
71
回
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
75
名
の
生
徒
が
入
学

し
ま
し
た
。
新
入
生
一
人
ひ
と
り
の
目
は
、

３
年
間
こ
の
学
校
で
学
ぶ
の
だ
と
い
う
気

持
ち
に
あ
ふ
れ
、
燃
え
て
い
る
よ
う
に
輝

い
て
い
ま
し
た
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、

高
校
生
活
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
た

ち
先
輩
や
先
生
方
が
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
も
福
島
高
校
の
特
徴
で
す
。
新

入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
楽
し
い
高
校
生
活

を
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

遠
足

　

４
月
27
日
に
全
校
生
徒
参
加
の
遠
足
が

あ
り
ま
し
た
。
高
校
か
ら
遠
回
り
を
し
な

が
ら
２
時
間
ほ
ど
歩
き
、
北
方
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
き
ま
し
た
。
学
年

活
動
や
全
体
活
動
と
し
て
、
縄
跳
び
や

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
実
施

し
、
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
学
年
を
超
え

て
の
友
愛
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
遠
足
の
企
画
も
、
生
徒
が
中
心
と

な
っ
て
考
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
学

校
行
事
の
企
画
や
運
営
に
携
わ
れ
る
こ
と

も
、
福
島
高
校
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
み

ん
な
に
満
足
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
活
動
が
よ
い
か
な
ど
、
企
画
す
る

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

み
ん
な
の
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
見
た
ら
、

そ
の
苦
労
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
先
生
方

も
生
徒
と
一
緒
に
活
動
し
、
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。

部
活
動

　

部
活
動
も
、
新
し
い
顧
問
の
先
生
や
新

入
部
員
の
加
入
で
さ
ら
に
勢
い
が
つ
き
ま

し
た
。
現
在
福
島
高
校
に
は
11
の
運
動
部
、

６
つ
の
文
化
部
、
３
つ
の
同
好
会
が
あ
り

ま
す
。
ど
の
部
活
動
や
同
好
会
も
６
月
に

行
わ
れ
る
高
校
総
合
体
育
大
会
や
、
10
月

に
行
わ
れ
る
高
校
総
合
文
化
祭
で
自
分
た

ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に

日
々
の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
に
12
名
の
先
生
方
を
迎
え
、
75
名
の
生
徒
が
入
学
し
ま
し
た

福島高校３年
生徒会長

加藤 呂
ろ

尚
しょう

さん

わたしが
レポートします。

歓迎遠足
福島高校では、

生徒一人ひとりが個々の目標に
向けて頑張っています。

新体制になった福島高校だからこそ、
フレッシュな気持ちであらゆることに
挑戦していきます。生徒会長として、
まずは「あいさつ日本一」に向けて

あいさつ励行を重点的に
取り組んでいきます。
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知
[Pension]

本図書館串間市立
[Book]

◆◇◆ 今月の新刊 PICK UP ◆◇◆

●串間市立図書館☎ 72－1177 ●開館＝午前10時〜午後６時●休館日＝毎週月曜日� http://www.kushima-lib.jp/
≪各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中≫

移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

　

串
間
は
だ
い
ぶ
暑
く
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
！
５
月
か
ら
も
う
台
風
の
時

期
に
入
っ
た
み
た
い
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
10
月
く
ら
い
ま
で
来
る
と

い
う
わ
け
な
の
で
丸
々
半
年
で
し
ょ

う
！
６
月
の
梅
雨
も
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
体
調
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

　

毎
月
の
第
３
日
曜
日
に
朝
市
の

「
よ
か
む
ん
市
」
が
あ
り
ま
す
。
基

本
的
に
場
所
は
商
工
会
議
所
の
広
場

で
、
串
間
で
お
店
を
や
っ
て
い
る
方

な
ど
が
早
朝
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
売
っ
て
い
ま
す
。
果
物
や
魚
、
和

菓
子
、
麺
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
の
は
ア
メ

リ
カ
で
は
私
は
見
た
こ
と
が
な
い
で

す
が
、
朝
が
弱
い
か
ら
で
し
ょ
う

か
？
（
笑
）
で
も
串
間
に
来
て
か
ら

行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
早
起

き
の
訓
練
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
か
む
ん
市
で
は
よ
く
振
る
舞
い

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

が
あ
っ
て
、
先
に
並
ん
だ
限
ら
れ
た

人
が
無
料
で
お
菓
子
な
ど
が
も
ら
え

ま
す
。
よ
く
私
が
そ
れ
を
配
る
の
を

手
伝
っ
て
い
ま
す
の
で
、「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
を
た
く
さ
ん
の
人

に
言
え
ま
す
。
皆
さ
ん
早
起
き
し
て

並
ん
で
く
れ
ま
す
。
毎
月
同
じ
人
た

ち
が
来
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
続
け

て
話
す
こ
と
が
で
き
て
お
も
し
ろ
い

で
す
。
こ
の
一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
に

か
な
り
皆
さ
ん
も
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
も
朝
市
を
楽
し
く
や
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

２月のよかむん市の振る舞い

交流員レポート

第9代国際交流員
アレックスの

日本体験記
This month's expression今月の表現

起きる（目を覚ます）
wake up

私は早起きはできません。
I can't wake up early.

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

過ぎ去りし王国の城（宮部�みゆき）
いまのはなんだ？地獄かな（花村�万月）
ボーイミーツガールの極端なもの（山崎�ナオコーラ）
志士の峠（植松�三十里）
マインド・クァンチャ（森�博嗣）
山月庵茶会記（葉室�麟）
明日の色（新野�剛志）
武道館（朝井�リョウ）
偽装（笹本�稜平）

世界はゴ冗談（筒井�康隆）
トットひとり（黒柳�徹子）
文学の淵を渡る（大江�健三郎）
孫物語（椎名�誠）
晴れ女の耳（東�直子）
人間の目利き（曽野�綾子）
日本妖怪大事典（村上�健司）
映画暗殺教室（松井�優征）
できるOffice�365�2015年度版（インサイトイメージ）

お寿司屋さんの定番の一つであるマグ
ロ。生物としてのマグロ、食文化の中
のマグロという２つの面で、マグロの
全貌を紹介。マグロを取り巻く問題に
も触れる。

今年は徳川家康が亡くなってから４０
０年目の年になり、イベントや関連書
籍の出版などが行われています。図書
館では「伝記・歴史」特集コーナーと
して歴史本やさまざまな人の伝記を紹
介します。

「
伝
記
・
歴
史
」

「
天
下 

家
康
伝
」（
上
・
下
）

　
火
坂 

雅
志
／
著

「
マ
グ
ロ
の
大
研
究

　 

生
態
の
ふ
し
ぎ
か
ら 

食
文
化
ま
で
」

　
河
野 

博
／
監
修

図書館ではご家庭で
不要になった

本・絵本・雑誌・マン
ガなどを募っ

ています。ぜひ図書
館にお持ちくだ

さい！大量にある場合
は図書館車で

取りに行くこともでき
ますので、お

気軽にご連絡くださ
い。

図書館からのお
知らせ

年
金

●�

基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
加
入

し
、
基
礎
年
金
（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）

を
支
給
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
や

が
て
必
ず
訪
れ
る
老
後
の
生
活
の
糧
と
し

て
年
金
収
入
は
大
切
で
す
。

＊
老
齢
基
礎
年
金

　

65
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た

期
間
が
最
低
25
年
間
（
３
０
０
月
）
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○�

20
～
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
（
４

８
０
月
）
の
全
期
間
保
険
料
を
納
め
た

方
は
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○�

会
社
員
や
公
務
員
だ
っ
た
方
に
は
、
老

齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
期
間
中
に
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
り
、
働
け
な
く
な
っ
た

時
や
、
20
歳
前
の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に

な
っ
た
時
に
障
害
の
程
度
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
。

※�

18
歳
未
満
の
子
（
障
害
の
あ
る
子
は
20

歳
未
満
）
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ

り
ま
す
。

＊
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
資
格
の
あ
る
人
が
死
亡
し
た
時

は
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
18
歳
未
満
の
子
（
障
害
者
は
20
歳

未
満
）
の
あ
る
配
偶
者
ま
た
は
子
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

※�

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の
公
的
年
金

加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
の
期
間
で

保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死

亡
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

信玄・謙信のような軍略の才も、信長
の突破力も、秀吉の人間的魅力も持ち
合わせていない戦国武将が、なぜ天下
人になれたのか。戦国乱世を終らせた
武将・家康の実像を描く。

子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
６
月
17
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
～
１
時
半

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

『
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
』

●�

そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
に
通
知

は
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
に

フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
８
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

育
[Health]

丸ま
る

岩い
わ 

佳か

織お
り

ち
ゃ
ん

◎
西
今
町

吉よ
し

岡お
か 

律り
つ

貴き

く
ん

◎
小
路

高た
か

山や
ま 

真ま

緒お

く
ん

◎
西
小
路
２
区

黒く
ろ

川か
わ 

優ゆ

希の
ち
ゃ
ん

◎
桜
ヶ
丘

山や
ま

下し
た 

愛あ

純ず
み

く
ん

◎
小
田
代

竹た
け

原は
ら 

義よ
し

恕く
に

く
ん

◎
上
井
牟
田

海え

老び

原は
ら 

劉り
ゅ
う
お
う皇

く
ん

◎
西
郡
元

清し

水み
ず 

歩あ
る

音と

く
ん

◎
高
松

田た

中な
か 

姫ひ
め

椛か

ち
ゃ
ん

◎
上
小
路

黒く
ろ

木き 

悠ゆ

楽ら

ち
ゃ
ん

◎
泉
町

久く

保ぼ

田た 

茉ま

紘ひ
ろ

ち
ゃ
ん

◎
上
塩

林は
や
し 

来ら
い

樹き

く
ん

◎
南
今
町

和わ

田だ 

壮そ
う

司し

く
ん

◎
中
福
良

吉よ
し

田だ 

空く
う

哉や

く
ん

◎
西
小
路
１
区

中な
か

ノの

神か
み 

萌ほ
の

香か
ち
ゃ
ん

◎
上
町

内う
ち

田だ 

結ゆ
い

菜な
ち
ゃ
ん

◎
石
木
田

中な
か

野の 

希き

華か
ち
ゃ
ん

◎
下
平

山や
ま

崎さ
き 

楓ふ
う

華か
ち
ゃ
ん

◎
浦

石い
し

黒ぐ
ろ 

希き

星ら
ち
ゃ
ん

◎
揚
原

一い
ち

木き 

琥こ

太た

郎ろ
う

く
ん

◎
上
小
路



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

要
な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

廃
棄
せ
ず
に
、
ご
寄
附
し
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
布
ぞ
う
り
の�

館　

鈴
木
さ
ん
☎
０
９
０

－

５�

９
４
９

－

３
０
８
１

夜
間
簿
記
科
３
級
コ
ー
ス 

受
講
生
募
集

　

簿
記
の
基
礎
を
学
習
し
、
経
営

管
理
能
力
を
身
に
つ
け
、
技
能
を

高
め
る
と
共
に
、
日
商
簿
記
３
級

の
受
験
を
目
指
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
７
月
13
日
（
月
）
～
11

月
５
日
（
木
）
週
２
回
（
月
曜

日
・
木
曜
日
）
午
後
７
時
半
～

９
時
半　

※�

祝
日
は
除
く

●�

場
所
＝
日
南
高
等
職
業
訓
練
校

●�

費
用
＝
４�

０
，
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
税
込
み
）

●�

申
込
締
切
＝
７
月
６
日
（
月
）

●�

募
集
人
員
＝
５
名
以
上
で
開
講

●�

そ
の
他
＝
講
座
終
了
後
、
日
商

簿
記
３
級
の
検
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
検

定
料
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南

高
等
職
業
訓
練
校
☎
72

－

２�

６�

３�

３

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く 

免
許
試
験
の
ご
案
内

　

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
免

許
試
験
が
、
次
の
日
程
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て

は
下
記
に
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●�

試
験
日
＝
８
月
９
日
（
日
）

●�

場
所
＝
宮
崎
大
学
農
学
部

● 

実
施
試
験
の
種
類

①
第
一
種
衛
生
管
理
者

②
第
二
種
衛
生
管
理
者

③�

ク
レ
ー
ン
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

（
ク
レ
ー
ン
限
定
）

④
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士

⑤
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

⑥
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

⑦
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士

⑧
潜
水
士

⑨
発
破
技
士

⑩
林
業
架
線
作
業
主
任
者

●�

受
付
期
間
＝
６
月
８
日
（
月
）

～
６
月
26
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

● 

受
験
申
込
先

・�

①
～
⑦
＝
（
公
社
）
宮
崎
労
働

基
準
協
会

　

☎
０
９
８
５

－

25

－

１
８
５
３

・�

⑧
⑨
＝
建
設
業
労
働
災
害
防
止

協
会
宮
崎
県
支
部

　

☎
０
９
８
５

－

20

－

８
６
１
０

・�

⑩
＝
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働

災
害
防
止
協
会
宮
崎
県
支
部

　

☎
０
９
８
５

－

24

－

７
９
３
０

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
申
込
先
の
各

団
体
、（
公
財
）
九
州
安
全
衛

生
技
術
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
４
２

－

43

－

３
３
８
１

放
送
大
学 

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●�

出
願
期
限

・
第
１
回
＝
８
月
31
日
（
月
）

・
第
２
回
＝
９
月
20
日
（
日
）

●�

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

�

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２

－

53

－

１
８
９
３

ボ
ー
ト
免
許
取
得
お
よ
び 

更
新
・
失
効
講
習
会

●�

１
級
小
型
船
舶
免
許
講
習

（
４
日
間
）

・�

学
科
＝
７
月
10
日（
金
）夕
方
～
、

11
日（
土
）夕
方
～
、12
日（
日
）

朝
～
、
13
日
（
月
）
朝
～

・�

実
技
＝
７
月
11
日（
土
）午
前
の

部
ま
た
は
午
後
の
部
の
ど
ち
ら

か
を
受
講

・
受
講
料
＝
１
３
２
，
３
０
０
円

●�

２
級
小
型
船
舶
免
許
講
習

（
２
日
間
）

・�

学
科
＝
７
月
11
日（
土
）午
後
６

時
～
、
12
日（
日
）朝
～

・
実
技
＝
１
級
講
習
と
同
じ

・
受
講
料
＝
１
１
１
，
６
０
０
円

●�

１
級
小
型
船
舶
進
級

・�

学
科
＝
７
月
10
日（
金
）午
後
６

時
～
、
13
日（
月
）午
前
９
時
～

・
受
講
料
＝
３
８
，
７
０
０
円

※�

進
級
コ
ー
ス
は
、
旧
４
級
小
型

船
舶
ま
た
は
２
級
小
型
船
舶
を

所
有
し
て
い
る
方
に
限
る
。

※�

免
許
取
得
講
習
会
の
学
科
会
場

は
串
間
市
内
の
予
定

●�

更
新
・
失
効
講
習

・�

日
時
＝
６
月
23
日
（
火
）
午
後

６
時
半
～

・�

会
場
＝
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

・
必
要
な
も
の
＝
船
の
免
許

　

更
新
料
＝
８
，
９
０
０
円

　

失
効
料
＝
１
７
，
５
０
０
円

※�

写
真
は
会
場
で
撮
影
し
ま
す

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
屋
海
技
事�

務
所
☎
０
９
９
４

－

43

－

２�

８�

５�

３

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
６
月
28
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
、
平

日
に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①
行
政
相
談
＝
６
月
22
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②
法
律
相
談
＝
６
月
15
日
（
月
）

　

�

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

都
市
計
画
道
路
日
南
串
間
線 

（
自
動
車
専
用
道
路
）
等 

に
関
す
る
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

都
市
計
画
道
路
日
南
串
間
線

（
自
動
車
専
用
道
路
）
お
よ
び
駅

前
通
線
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決

定
・
変
更
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、

次
の
日
程
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

●�

都
市
計
画
決
定
・
変
更
す
る
施
設

・�

都
市
計
画
道
路
日
南
串
間
線

（
自
動
車
専
用
道
路
）

・
都
市
計
画
道
路
駅
前
通
線

（�

市
道
七
ツ
橋
大
平
線
お
よ
び
県

道
今
別
府
串
間
線
）

※�

都
市
計
画
道
路
日
南
串
間
線

は
、
国
土
交
通
省
が
東
九
州
自

動
車
道
（
日
南
～
串
間
～
志
布

志
）
と
し
て
計
画
段
階
評
価
を

実
施
し
て
き
た
道
路
計
画
の
う

ち
、
宮
崎
県
側
の
都
市
計
画
道

路
名
で
す
。
な
お
、
駅
前
通
線

は
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
名
に

な
り
ま
す
。

●�

日
時

▽
第
１
回

　

�

平
成
27
年
６
月
27
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～

▽
第
２
回

　
�

平
成
27
年
６
月
28
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～

※
２
時
間
程
度
を
予
定

●�

会
場
＝
串
間
市
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
東
九

州
道
・
中
心
市
街
地
対
策
課

☎
０
９
８
７

－

72

－

１
１
１
１
、

宮
崎
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画

課
計
画
担
当
☎
０
９
８
５

－

26

－

７
１
９
２

Ｈａｐ
ｐ
ｙ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券 

予
約
販
売
の
お
知
ら
せ 

（
事
前
告
知
）

　

今
夏
、
串
間
市
内
の
商
店
な
ど

で
使
用
で
き
る
「
期
限
付
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

内
容
＝
１
，
０
０
０
円
券
12
枚

つ
づ
り
を
１�

０
，
０
０
０
円
で

販
売
（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
）

●�

販
売
セ
ッ
ト
数

　

２�

７
，
５
０
０
セ
ッ
ト

●�

利
用
期
限
＝
８
月
３
日
（
月
）

～
平
成
27
年
12
月
31
日
（
木
）

●�

販
売
日
＝
８
月
３
日
（
月
）
～

●�

注
意
事
項
＝
商
品
券
発
行
に
伴

う
効
果
測
定
を
行
う
た
め
、
商

品
券
購
入
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

予
約
販
売
に
つ
い
て

・�

世
帯
主
を
申
込
者
と
す
る
予
約

販
売
を
実
施
し
ま
す
。

・�

世
帯
員
一
人
あ
た
り
の
商
品
券

購
入
額
を
３�

０
，
０
０
０
円
ま

で
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

予
約
申
込
書
を
次
回
６
月
15
日

号
の
広
報
（
回
覧
板
）
に
て
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
電
話
で
の
予
約
販
売
は

受
付
不
可
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●�
問
い
合
わ
せ
先
＝
市
役
所
商
工

観
光
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
推
進
課

☎
内
線
２
６
７
、
串
間
商
工
会

議
所
☎
72

－

０
２
５
４

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

集
荷
実
施（
市
木
）

●�

対
象
地
区
＝
市
木
地
区

●�

日
時
＝
６
月
25
日
（
木
）
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
半
～

午
後
４
時

●�

集
積
場
所
＝
市
木
農
業
倉
庫
前

●�

費
用
＝
27
円
／
㎏
（
消
費
税

込
）。
当
日
現
金
で
徴
収
。

※�

デ
ポ
ジ
ッ
ト
参
加
農
家
に
つ
い

て
は
、
出
荷
券
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
（
Ｊ
Ａ
購
入
者
、
た

ば
こ
耕
作
者
の
出
荷
券
に
つ
い

て
は
各
事
業
所
に
て
管
理
）。

●�

排
出
方
法
＝
乾
燥
さ
せ
、
異
物

を
除
き
、
梱
包
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

ポ
リ
マ
ル
チ
、
ポ
リ
ダ
ク
ト
、

タ
イ
ベ
ッ
ク
類
は
３
カ
所
結
束
。

・�

農
薬
ポ
リ
容
器
は
水
洗
い
し
、

フ
タ
を
外
す
。
ラ
ベ
ル
を
は
が

し
透
明
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
。

・�

堆
肥
、
肥
料
袋
は
丸
め
て
透
明

の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
。

・�

水
稲
育
苗
箱
は
10
枚
一
組
で
縛

る
。

●�

注
意
事
項

・�

雨
天
時
は
、
漏
れ
な
い
よ
う
に

搬
入
す
る
こ
と

・�

廃
ビ
ニ
ー
ル
を
混
入
し
な
い
こ
と

・
当
日
は
検
査
立
会
い
を
実
施

・
規
定
外
の
持
込
は
返
品

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
は
ま
ゆ
う
地

区
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適

正
処
理
対
策
推
進
協
議
会
事
務

局
☎
23

－

５
０
９
４

台
風
時
の
停
電
に 

備
え
ま
し
ょ
う
！

●�
停
電
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

台
風
な
ど
非
常
災
害
時
の
停
電

情
報
は
九
州
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

● 

停
電
へ
の
備
え

　

携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
飲

料
水
、
携
帯
電
話
の
充
電
器
、
乾

電
池
、
た
め
水
（
生
活
用
水
）
な

ど
事
前
に
準
備
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

● 

災
害
が
起
き
た
ら

　

切
れ
た
電
線
は
感
電
の
お
そ
れ

が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。
絶
対

に
触
ら
ず
九
州
電
力
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●�

携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、
ご

登
録
い
た
だ
い
た
携
帯
電
話
に
停

電
情
報
を
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
九
州
電
力
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
九
州
電
力
株

式
会
社
日
南
営
業
所
☎
０�

１
２�

０

－

９
８
６

－

７
０
６

不
要
な
お
琴
や
古
着
物
を 

お
譲
り
く
だ
さ
い

　

使
わ
な
く
な
っ
た
お
琴
や
、
た

ん
す
の
中
に
眠
っ
て
い
る
古
い
着

物
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

布
草
履
や
小
物
な
ど
を
作
る
こ

と
で
再
利
用
が
で
き
ま
す
。
ご
不

無
料
相
談

募　

集
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

９
カ
月
で
25
㎏
の 

ダ
イ
エッ
ト
に
成
功

●
林
康
博
さ
ん

　

久
し
ぶ
り
に
投
稿
し
ま
す
。
私

は
９
カ
月
で
25
㎏
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
成
功
し
ま
し
た
。
本
来
、
血
圧

も
血
糖
値
も
正
常
で
ど
こ
も
悪
い

と
こ
ろ
は
な
い
の
で
す
が
、
以
前

は
口
が
い
や
し
い
の
で
95
㎏
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
や
ば
い
と
あ
る

日
思
い
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
ま

し
た
。
そ
れ
が
去
年
の
６
月
15
日

の
こ
と
で
し
た
。

　

私
は
都
井
の
宇
戸
に
住
ん
で
い

ま
す
。
毎
日
２
時
間
か
け
て
、
２

つ
の
ト
ン
ネ
ル
の
旧
道
を
歩
い
て

い
ま
す
。
坂
道
ば
か
り
で
最
初
の

う
ち
は
挫
折
し
そ
う
な
と
き
が
何

度
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
歩

か
な
い
と
調
子
が
悪
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
れ
と
、
食
事
制
限

を
し
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
今
年
の
４
月
１
日
に
は
、
70
㎏

に
達
し
ま
し
た
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

お
か
げ
で
人
生
も
変
わ
っ
た
し
、

す
べ
て
に
プ
ラ
ス
効
果
で
す
。
今

日
の
朝
も
都
井
の
ト
ン
ネ
ル
付
近

を
歩
い
て
い
ま
す
。

　
毎
日
２
時
間
の
運
動
と
は
驚
き

ま
し
た
。
地
道
な
努
力
の
積
み
重

ね
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
成
功
の
秘
け
つ

で
す
ね
。
健
康
な
体
が
あ
る
か
ら

こ
そ
心
に
も
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

前
向
き
に
考
え
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

古
代
の
人
類
に
思
い
を
抱
く

●
河
野
浩
泰
さ
ん

　

日
本
の
歴
史
上
で
、
小
中
学
校

等
で
習
っ
た
範
囲
で
、
私
た
ち
日

本
人
の
ル
ー
ツ
は
、
歴
史
学
上
、

縄
文
弥
生
時
代
と
、
現
代
か
ら
す

る
と
数
千
年
以
上
も
昔
に
、
人
類

は
生
き
て
い
た
。

　

テ
レ
ビ
も
ケ
ー
タ
イ
も
な
い
時

代
。
そ
し
て
目
を
悪
く
し
て
も
メ

ガ
ネ
も
な
い
時
代
。
我
々
の
先
祖

は
お
そ
ら
く
、
人
類
の
（
動
物
上
）

持
つ
『
五
感
』
を
フ
ル
活
用
し
て

生
き
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

現
代
社
会
は
（
私
も
含
め
）、
ケ
ー

タ
イ
な
ど
あ
ま
り
に
科
学
の
電
気

製
品
に
頼
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
？

確
か
に
人
類
の
持
っ
て
い
た
五
感

を
磨
く
べ
く
、
私
は
時
々
家
の
中

で
、
目
を
閉
じ
て
何
ｍ
歩
け
る
か
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
。
古
代

人
参
り
ま
し
た
。

　
文
化
が
発
展
し
、
昔
に
比
べ
る

と
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
ね
。

携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
な
ど
が
な
い

生
活
を
考
え
る
と
、
昔
の
人
達
の

偉
大
さ
が
分
か
り
ま
す
ね
。
時
に

は『
五
感
』
を
フ
ル
活
用
し
て
あ

り
の
ま
ま
に
生
活
し
て
み
る
の
も

い
い
で
す
ね
。

春
の
訪
れ

●
リ
ナ
マ
マ
さ
ん

　

マ
イ
庭
に
も
春
の
訪
れ
で
す
。

梅
が
咲
き
、
次
は
桃
、
そ
し
て
桜

の
花
。
草
取
り
が
好
き
に
な
り
、

庭
が
少
し
ず
つ
に
ぎ
や
か
で
す
。

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
と
き
が
あ

り
ま
し
た
。
悲
し
み
を
乗
り
越
え

る
に
は
、
自
ら
へ
の
視
線
を
少
し

ず
ら
し
て
大
切
な
誰
か
を
思
い
や

る
こ
と
が
一
番
い
い
の
で
す
。
勝

て
な
く
て
も
負
け
な
け
れ
ば
い
い
。

好
き
に
な
る
こ
と
が
と
っ
て
も
良

い
ス
タ
ー
ト
だ
と
つ
く
づ
く
思
い

考
え
た
今
年
の
春
で
す
。

　

春
の
訪
れ
を「
花
」
が
教
え
て

く
れ
る
な
ん
て
、
と
て
も
素
敵
で

す
ね
。
き
っ
と
色
と
り
ど
り
の
草

花
に
囲
ま
れ
た
お
庭
で
し
ょ
う
ね
。

思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
日
も
あ

り
ま
す
が
、
四
季
を
感
じ
な
が
ら

前
向
き
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

産
ん
で
く
れ
た
親
に
感
謝

●
百
野
達
夫
さ
ん

　
「
産
ん
で
く
れ
た
親
に
感
謝
し

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
、
子
ど

も
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
の
意
志

で
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
わ
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
生
ま
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
は
親
の
方

だ
ろ
う
。

　

子
ど
も
時
代
は
そ
う
思
っ
て
い

た
。
そ
う
し
て
子
ど
も
は
親
に
貸

し
を
作
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
。
そ

の
上
、
好
か
な
い
物
を
食
べ
さ
せ

ら
れ
た
り
、
勉
強
を
さ
せ
ら
れ
た

り
、
望
ま
な
い
こ
と
を
強
要
さ
れ

な
が
ら
子
ど
も
は
成
長
し
て
い
く
。

　

子
ど
も
同
士
の
小
さ
な
世
界
で

も
辛
い
こ
と
は
あ
っ
て
、
そ
う
い

う
中
を
生
き
延
び
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
き
に
は
、
こ
の
世
に
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
を
恨
む
こ
と
さ
え

あ
る
。
そ
れ
も
こ
れ
も
親
が
勝
手

に
自
分
を
産
ん
だ
か
ら
だ
。

　

や
が
て
、
成
長
し
て
自
分
の
意

志
で
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
こ
か
ら
や
っ
と
生
き
て
い
る
こ

と
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
初
め
て

『
産
ん
で
も
ら
っ
た
親
に
感
謝
す

る
』気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
。や
っ

と
貸
し
借
り
が
解
消
す
る
。
産
ん

で
く
れ
た
親
に
感
謝
し
て
親
孝
行

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
確
か
に
、
大
人
に
な
っ
て
初
め

て
、
本
当
の
意
味
の『
親
の
あ
り

が
た
み
』を
知
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
親
孝
行
に

早
い
も
遅
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日

ご
ろ
の
感
謝
を
伝
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

第24回危険業務従事者叙勲（３名）

春の叙勲（１名） 受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　
平
成
27
年
度
春
の
叙
勲
等
に
お
い
て
、
串
間
市
か
ら
４
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　それぞれの赴任地において、
良き先輩、同僚に恵まれ、ご
支援、ご指導いただいた皆さ
まのおかげです。また、この間
を支えてくれた家族にも感謝し
ています。

受章者のコメント

瑞宝単光章（防衛功労）
西
にし

田
だ

　康
やす

弘
ひろ

さん　元准空尉

　身にあまる章をいただき光栄
に思います。これも家族、特に
妻の支えがあったからこそだと
感謝しております。これからも
章に恥じないように精進してい
きたいと思います。

受章者のコメント

瑞宝単光章（防衛功労）
吉
よし

山
やま

　繁
しげ

展
のぶ

さん　元３等空尉

　与えられた仕事をこなしてい
ただけですが、このような章を
受章して大変恐縮しています。
上司、同僚、後輩に恵まれまし
た。とても感謝しています。

受章者のコメント

瑞宝単光章（消防功労）
林
はやし

　勝
かつ

彌
や

さん　元串間市消防司令

　消防団員をはじめ、関係者の
みなさんの支えがあって続けて
これました。今回の受章にあたり、
みなさんに感謝したいです。特
に、妻の支えには感謝しています。

受章者のコメント

瑞宝双光章（消防功労）
矢
や

野
の

　貞
さだ

次
つぐ

さん　元串間市消防団長

　４月25日、桂原地区で集落営農の基礎組
織となる「桂原農用地利用改善団体（組合
員 124名）」の設立総会が開催されました。
　この総会で規約や役員が決定し、今後は
「集落の話し合いの場、相談の場」として、
耕作放棄地の解消・防止のほか、作付地の
集団化、農作業・農業機械の共同化を進め
ていくこととしています。

広報紙で紹介したい記事は
ありませんか？
　あなたの身近な出来事やイベント案内な
ど、掲載をご希望の方はご連絡ください。
●�問い合わせ先＝総合政策課情報政策係
　☎ 71-1041（直通）

桂原地区で集落営農組織を
設立しました
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市民
憲章

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日： ６月17日（水）

TEL 0987-75-2000
温泉付コテージ日帰りプラン！
～ゆっくり温泉を満喫！
　プライベートな時間をお過ごしください～
●利用時間＝午前10時～午後９時半
●予約受付＝午前９時～午後７時（当日のみ）
●料金＝詳細はお問い合わせください

毎週水曜日はレディースデー！
●期日＝毎週水曜日
●対象＝女性入浴者（中学生以上）
●料金＝入浴料300円
※他の割引券との併用はできません

毎月開催！お風
2

呂
6

の日！
●期日＝毎月26日
●対象＝全入浴者
●料金＝中学生以上250円・小学生150円
※他の割引券との併用はできません

　

今
年
の
３
月
を
も
っ
て
、
県
教
育

委
員
会
か
ら
串
間
市
教
育
委
員
会
へ

の
派
遣
が
終
わ
り
ま
し
た
。
23
年
前

に
も
教
諭
と
し
て
福
島
中
学
校
に
赴

任
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

２
回
目
の
串
間
市
生
活
が
終
わ
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

福
島
中
学
校
時
代
は
、
生
徒
数
が

減
っ
た
と
は
言
っ
て
も
、
１
学
年
５

学
級
は
あ
り
ま
し
た
の
で
、
「
お
ら

の
ク
ラ
ス
が
一
番
」
を
め
ざ
し
て
、

日
々
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
担
任
が
し
の

ぎ
を
削
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、

学
年
間
の
ま
と
ま
り
が
強
く
、
他
学

年
に
は
強
い
対
抗
意
識
を
も
っ
て
お

り
ま
し
た
（
そ
れ
は
自
分
の
こ
と
か

も
？
）
。
夏
休
み
に
保
護
者
や
生
徒

と
一
緒
に
登
山
を
し
た
り
、
卓
球
部

の
生
徒
（
今
や
各
中
学
校
の
保
護
者

に
な
っ
て
い
る
者
も
い
る
）
と
一
緒

に
大
束
中
へ
走
っ
て
い
き
、
戻
っ
て

き
て
連
続
縄
跳
び
を
し
た
り
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
す
る
た
め
に
無

茶
苦
茶
躍
起
に
な
っ
た
り
し
て
、
宝

箱
の
よ
う
な
思
い
出
を
い
た
だ
き
ま

し
た
（
し
か
し
、
私
の
教
え
子
は
そ

う
思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
の
だ
…
。
厳
し
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
）
。

　

串
間
市
教
育
委
員
会
へ
の
辞
令
を

都井岬の自然と御
み

崎
さ き

馬
う ま

を学ぼう！
　６月１日からビジターセンターでは、野外ガイドをス
タートします。
　館内で都井岬の自然や御崎馬についてスタッフが解説
をさせていただきます。解説終了後、野外ガイドをス
タート！
　ガイドコースは、『楽々御崎馬コース』『ガッツリ御
崎馬コース』『都井岬観光コース』。その他スタッフ
『気まぐれコース』もあるかも？？
　休館日（月曜日）以外の下記の時間で行っていますの
で、ぜひ都井岬に遊びに来てくださいね。
●�午前の部＝午前10時～正午（集合は午前９時50分）
●�午後の部＝午後２時～４時（集合は午後１時50分）
※コースによって、終了時間は異なります。
● ガイド費用＝入館料（大人310円・小中学生200円・
20名以上は団体割引があります）
●�所要時間（館内案内・野外ガイド）
　＝１時間30分～２時間
※�申込みは、事前に予約が必要です。
　詳細は都井岬ビジターセンターまで

い
た
だ
い
た
時
は
複
雑
な
思
い
で
し

た
。
年
度
当
初
は
市
民
駐
車
場
か
ら

小
道
を
通
っ
て
市
役
所
に
上
る
階
段

が
、
え
ら
く
急
傾
斜
に
感
じ
た
も
の

で
す
。
さ
ら
に
、
学
校
政
策
課
長
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
や
慣
れ
な
い

市
議
会
答
弁
（
串
間
市
議
会
の
ネ
ッ

ト
中
継
は
い
ろ
ん
な
意
味
で
好
評
な

よ
う
で
市
外
の
教
職
員
の
中
に
も
関

心
を
も
っ
て
注
視
し
て
い
る
方
が
お

り
ま
す
）
、
加
え
て
学
校
訪
問
な
ど

が
次
か
ら
次
に
…
。
し
か
し
、
不
思

議
な
も
の
で
、
仕
事
上
、
串
間
市
各

地
域
を
出
歩
き
、
い
ろ
い
ろ
と
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
か
ら
、

市
役
所
の
中
を
あ
ち
こ
ち
と
う
ろ
つ

き
聞
い
て
回
る
う
ち
に
、
「
人
を
知

る
」
よ
う
に
な
る
と
、
徐
々
に
隘あ
い

路ろ

が
広
域
農
道
に
な
る
も
の
で
す
。

　

議
会
対
応
も
経
験
を
経
る
う
ち
に

要
領
を
少
し
得
て
、
議
員
の
方
々
の

質
問
や
意
見
、
市
役
所
幹
部
の
方
々

の
「
粘
り
強
い
答
弁
」
を
聞
い
て
い

る
と
、
「
気
づ
き
」
が
あ
る
わ
け
で

す
（
詳
し
く
は
書
け
ま
せ
ん
が
…
）
。

ま
た
、
議
員
の
皆
さ
ま
と
ふ
だ
ん
に

お
い
て
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

職
と
し
て
厳
し
く
や
っ
て
お
ら
れ
る

の
だ
な
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、

議
会
対
応
も
少
し
ず
つ
や
り
や
す
く

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
、
校
長
室
に
ぽ
つ
ん
と
座
り
、

ま
だ
串
間
市
教
育
委
員
会
の
時
の
こ

と
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
串

間
市
役
所
の
方
々
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

同
好
会
の
方
々
、
個
人
的
に
つ
な
が

り
の
で
き
た
方
々
が
ど
う
し
て
い
る

の
か
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
た
く
さ
ん
の

失
敗
を
思
い
出
し
、
忸じ
く

怩じ

た
る
思
い

に
駆
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

派
遣
が
終
わ
り
、
市
役
所
の
多
岐

に
わ
た
る
仕
事
を
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
、
過
分
な
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な

ど
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.984/2015. ６）

● この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  18,889人（前月比 -26人）
　男  8,732人　女  10,157人
　世帯数8,239世帯（平成27年５月1日現在）

＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

指定管理者：串間市青果地方卸売市場

命の誕生。何とも言えない愛らしい
姿に生命の尊さを感じた。第３子以
降出生祝金第一号の煌太くん。少子
化が叫ばれている昨今だが、実は串
間市の合計特殊出生率は 1.96 と高
水準。将来の串間を支える子どもた
ちのすこやかな成長を願いたい（ユ）

先日人生初の人間ドックを受診しま
した。胃カメラを飲む勇気がなく、
今回はバリウムで様子見。ヨーグル
ト風味？で意外といけました。結果
はまだですが何もないことを祈りま
す。さて、がん検診が始まりますね。
後で後悔しないようぜひこの機会に（イ）

編
集
後
記

今月の表紙

随  

想

となり りょう（55歳）
昭和34年生まれ。宮崎市出身。
昭和 57 年日南市立東郷中学
校に教諭として赴任。以来、転々
として現在 13 回目の転勤で日
南市立北郷小中学校に勤務。

　今年度４月１日より第３子以降の出生に対し、出生祝い金を贈る事
業が始まりました。記念すべき申請者第１号は、福島地区・東町にお
住まいの野

の

邊
べ

亮
りょう

一
いち

さん、江
え

里
り

香
か

さんご夫妻。対象児
童は平成27年４月７日に誕
生した第３子の煌

おう

太
た

くんで
す。５月19日、総合保健福
祉センターで贈呈式が行わ
れ、野辺市長より祝い金30
万円（半額は串間市共通商
品券）が手渡されました。

福島中学校時代に卓球部の生徒と第 2 高畑山で

都
成
　
量

「
喉
元
過
ぎ
る
と
、

　
な
ん
で
も
お
い
し
く

　
収
ま
る
！
」

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546

第３子出生
おめでとうございます
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春
風
に 

ノ
ッ
ク
さ
れ
た
る 

心
地
し
て

出
づ
れ
ば
招
く 

す
ず
か
け
の
花

た
ま
さ
か
に 

声
は
り
あ
げ
て 

歌
い
た
し

だ
あ
れ
も
い
な
い 

菜
の
花
畑

水
温
む 

春
の
陽
ざ
し
を 

背
に
受
く

軒
端
に
猫
も 

四
肢
ひ
ろ
げ
お
り

春
光
を 

ま
と
ひ
て
高
き 

飛
行
機
雲

旅
立
つ
人
の 

希
望
の
や
う
に

奥
入
瀬
の 

青
葉
に
透
け
る 
こ
も
れ
び
は

輝
く
天
の 

星
く
ず
の
ご
と

＊
短
歌
、
俳
句
の
投
稿
は

　
■
短
歌 

野
辺
俊
子
さ
ん（
☎
７
２

－３
３
０
０
）　
■
俳
句 

本
田
幾
男
さ
ん（
☎
７
２

－５
２
８
０
）

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

仲
　
町
　
藤
原
　
淑
子

串
　
間
　
島
田
ミ
ネ
子

越
ヶ
谷
　
白
石
　
方
子

上
小
路
　
本
田
ハ
ズ
エ

上
町
一
　
神
戸
　
和
子

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

草
餅
に 

母
の
香
り
を 

秘
め
て
を
り

徘
徊
に 

汗
出
る
職
員 

ホ
ー
ム
の
郷

万
緑
や 

ア
ン
を
夢
見
た 

少
女
の
日

峡
深
き 

澱
み
に
描
く 

花
通
草

姉
の
衣
服
を 

形
見
に
し
た
る 

衣
更

西
小
路
二
区
　
坂
本
不
二
子

有
明
二
区
　
鈴
木
の
り
子

有
明
一
区
　
長
岡
ア
イ
子

堂
　
園
　
吉
田
　
良
子

西
小
路
　
安
山
　
ら
く

串間温泉いこいの里にて
真っ赤なバラの花が来場者を魅了

N
o.984

〒
888-8555 宮

崎
県

串
間

市
大

字
西

方
5550番

地
　

電
話

：
0987-72-1111　

FA
X：

0987-72-6727
http://w

w
w

.city.kushim
a.lg.jp/　

Eメ
ー

ル
：

info@
city.kushim

a.lg.jp　
印

刷
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志
布

志
新

生
社

印
刷

串
間

支
店

発
行
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間

市
役

所
　

編
集

/総
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政
策

課
情
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策
係

　
2015年

６
月

１
日

発
行

（
毎

月
２

回
１

日
・

15日
発

行
）

広
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